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今日の臨床車液学の進歩が， 臨床にもとづく広範多彩な血液学研究と地道な実
験血液学の蓄積に故存することは疑いもないが，本質的に註基礎昌然科学の驚異
的な発展に支えられ， 向調しながら進展した結果であるといえよう。この本では
未解決の血液学的諸問題に対して，現在の科学的水準から取ヲ得るであろう可能
な戦略 (strategies)， すなわち研究思考や方法論で，どのように疾患の本態に迫
ろうとしているのか， その現況がそれぞれの分野の専門家 14組によって解説され
ている。
先ず，自血病，悪性予ンパ腫などの造血器腫蕩に関する論文が数編載ってい吾。
造血器産蕩の病菌の一つであるウイノレス説は Burkit主ヲンパ腫で、 EBVが発見さ
れて以来，具体北したが， ここではその上に能のウイルスの関与が言及されてい
る。細胞傷害性に作用する抗腫療売J，免疫抑髄剤も自皐病を誘発するが，その設
与で生じた悪性新生物調査併の52%が AMLなどの自血病であった。臓器移撞畿
のアfレキル化弗jで、は悪性ヲンパ腫， 特iこ純絹内患が高率に発生した。白血病親胞
の研究では，穎粒球調節因子 MGIやレクチンによって正常に分化する MGI+D+
白血病紹抱が見出された。この系で未分化細抱を分化させてから担GIを除くと
白血病締越は全滅すると述べている。造lfu.幹細抱や分化段階の研究が進み，生イ乙
学的マーカーや免疫学的マ}カーで白血病締結の分類診鱗が一層詳結になった-
TdTは cALL，pre B-ALL，Thy-ALLで高値， CMLの急'[生転免では仏領jで
陽性に認められ， ADAは Thy-ALL，cALLで高値，その飽の酵素でも特牲を示
すものが知られてきた。 Eロゼット， SIg，cALL抗原， T抗原， Ia抗原などで
起源が同定されている。造車器腫療の治療をまとめた論文では， それぞれ過去の
治療経験から罰題提起を行ない，治療理論を確立しようとする姿勢が感じられた。
赤血球の疾患については 3編の論文があ担，最近の研究成果が総説されている。
題目は遺伝性赤車球欝素異常の進歩， 鉄過乗i症の問題， ポルフィヲン代請すの車液
学的異常で， 各侶の疾患の現時点における諜念を整理するのに好適である。いつ
の時代でも赤血球の薪究は血液学の中心的役割を損じて進歩してきているような
ので， 内容辻担当に豊富である。これらの疾患は病態解明が急速に進んだので，
この時期に総括したのは意義があると思われる。
止血凝毘系では，血栓症の成立機転iこ関して，血球と車管壁との相互作用に
着目し，各謹血小板機詑異常症を含めた解析から最近の成果を論述し，過疑因
性の考え方にも触れている。最後に，凝菌学的に特異な位量を占める von W ilIe 
brand症候群についてイタヲアにおける遺伝調査と第酒田子の構造についての論
文がある。
以上のように 140頁の本にしては盛りたくさんな内容である。要領よくまとめ
られているので理解し易く， これをもとに京著にあたればさらに本格的な知識が
得られるであろう。小罰子主主ので血液学研究の全域が包含されているわけでiまな
いが， 1970年代の血液疾患研究の一つの方向や状況を知るには便利な本である。
さて， 1980年代はどのように血液学が進歩するのか， この本はそれを十分に期待
させてくれる。(藤岡成徳、〉
〔千葉医学， 57，97，1981) 
